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fMRI による局所神経活動領域の評価と PET 解析による線条体 D2受容体の測定から，線条体 D2受容体結合
能が高い人ほど，彩度知覚低下時の右背外側前頭前野および左頭頂皮質の神経活動が高いことが明らかとなっ
た。 
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【結論】 
彩度知覚低下の神経基盤として，注意機能や視覚意識に関連する前頭葉と頭頂葉の神経活動と線条体におけ
るドーパミン D2受容体結合能との関連性が見出された。本研究は，健常人における現実感低下に関連する彩
度知覚低下の基礎的な分子・神経基盤を示唆すると共に，現実感低下を伴う精神症状のメカニズムを理解する
ための一助になることが期待される。 
